
pH中和装置

シリーズ

特長

1. 排ガス中の炭酸ガスを低減します
排ガスのCO2がボイラブロー水に吸収されpH中和剤として作用しますので、排ガス中の炭酸ガスを低減できます。

2. 排ガス利用なので、ランニングコストが安上がりです
例えば、炭酸ガスボンベ式のブロー水中装置に比べ、ランニングコストは約1/7になります（当社比）。

3. 操作が簡単でメンテナンスが容易です
ワンタッチ操作で自動運転を行います。装置構造がシンプルで、煩雑なメンテナンスは不要です。

ボイラの排気ガスを有効利用
ブロー排水中和と炭酸ガス（CO2）削減を同時に実現！



2412簡アクアスニュート（Ver.2.7）

ボイラの排ガス中には約9％の炭酸ガス（CO2）が含まれてい
ます。ボイラ排ガス利用中和装置アクアスニュートはこのCO2
を有効利用。ボイラブロー水のpH中和を効率的に行い、省コ
スト・省力メリットを実現しながら、炭酸ガス排出削減で地
球環境を守ります。

【運転条件】

ブロー水量 ：1.5m3/h（40℃）
年間運転時間：24h×30D×12M
電気料金 ：15円 /kWh
炭酸ガス価格：9000円 /30kg

※都市ガス・LPGなどの燃焼排ガスを対象とします。
　重油など、燃料にイオウ分を含むものは対象外です。

設備仕様

項目 単位 ボイラブロー水1.5m3/h ボイラブロー水4m3/h

装置仕様

ボイラブロー量 m3/h 1.5 4
循環水量 m3/h 7.5（MAX 15） 20（MAX 40）
排ガス流量 Nm3/h 120 300

中和塔

材質 － SUS304 SUS304
内径 mm 500 1000
塔高さ mm 1500 2000

下部水槽
有効水槽容量 m3 0.5 1.3
寸法 mm 1000×800×850 1500×1500×850

ランニングコスト試算 連続運転時のpH中和




